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非線形項の場合は､1次元のように単純にモデル化することができない｡それは､速
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図5.拡散項のモデル (t=3,8=0.25) 図6.非線形項のモデル (t=4,8=0.05)
4.さいごに
流体現象を記述しモデル化およびシュミレー トを行うのに､ナビエ ･ス トー クスの方
程式より渦度輸送方程式を用いた方が適していると思われる｡それは､乱流などの非線
形現象の特徴の1つとして渦運動が上げられており､さらに圧力項の消去などの簡単化
がなされるからである｡現在のモデル化では､まだ正確に非線形項を記述しておらず､
今後の課題としては､非線形項を正確に記述できるモデル化を行うことである｡特に2
次元以上の方程式のモデル化に対しては､数学的な正確さと現象論的な正確さを満たす
ようなモデル化を検討する必要がある｡さらに実際の非線形現象の流れ場に適用できる
かを検討することも必要である｡
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